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和歌山の方言 
 ５月の大型連休もあっという間に終わりましたね。この連休に里帰りした方も多いのではないで
しょうか？私は生まれてからずっと和歌山に住んでいますが、普段何気なく話している言葉が実は和
歌山の方言だったり、時々和歌山人同士でもわからない方言があったりします。以前、友人から「食
べ過ぎてづつないわぁ」と言われたとき、づつないの意味が理解できず聞き返しました。づつないと
は和歌山の方言で、苦しい・息苦しいといった意味なんですね。図書室に和歌山の方言についての本
があったので色々調べてみました。 

 和歌山で使われる方言はすべて和歌山弁だと思っていたのですが、大
きく紀北方言・紀中方言・紀南方言の３つにわけられます。その中でも
紀北方言は、さらに和市方言・那賀方言・伊都方言にわけられることを
知りました。 

です。本を読んで初めて知った方言は、あもかもちか（どちらとも解らぬこと）、ちょんさき（尖っ

た先）、かたかま（がんこ）、おまんにすわる（正座する）、はつはつに（ぎりぎりに）などたくさ

んありました。また、和歌浦へ遊びにいくことを「わかいき」とも言っていたそうです。 
 今回調べてみて、こんな方言もあったんだという新しい発見ができたので、これからもいろんな場
面で方言に注目していきたいです！ 

 和歌山の方言の特徴は一般的に敬語がないと言われ、「ざじずぜぞ」

が「だぢづでど」と混合したり、語尾に「ちゃら」をつけ、○○してい

るを「○○しちゃあら」と言います。私が普段使う方言は、～しか（～

の方が・～だけ）、はなから（最初から）、なんせ（何しろ・何にして

も）、こすい（ずるい）などです。小さい頃祖母から「おっちんしなさ

い」と言われたのを覚えています。おっちんも方言で、座るという意味 
 


